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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のタップを有するアナログディレイラインで複数の連続波信号を遅延加算する装置
であって、
　前記アナログディレイラインは、入力信号の予め定められた最大波長の３／８波長以上
１波長未満に相当する最大遅延量を持ち、入力信号の予め定められた最小波長の１／２に
相当する遅延点までのタップ間隔がそれから先のタップ間隔とは異なる、
ことを特徴とする遅延加算装置。
【請求項２】
　前記最大波長は周波数が２ＭＨｚの信号の波長であり、前記最小波長は周波数が５ＭＨ
ｚの信号の波長である、
ことを特徴とする請求項１に記載の遅延加算装置。
【請求項３】
　前記遅延点までのタップ間隔は遅延量にして５０ｎＳであり、それから先のタップ間隔
は遅延量にして２５ｎＳである、
ことを特徴とする請求項２に記載の遅延加算装置。
【請求項４】
　連続波超音波を送波してそのエコーを複数チャンネルで受信し、それら受信信号を複数
のタップを有するアナログディレイラインで遅延加算してドップラシフトを求める超音波
診断装置であって、
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　前記アナログディレイラインは、入力信号の予め定められた最大波長の３／８波長以上
１波長未満に相当する最大遅延量を持ち、入力信号の予め定められた最小波長の１／２に
相当する遅延点までのタップ間隔がそれから先のタップ間隔とは異なる、
ことを特徴とする超音波診断装置。
【請求項５】
　前記最大波長は周波数が２ＭＨｚの信号の波長であり、前記最小波長は周波数が５ＭＨ
ｚの信号の波長である、
ことを特徴とする請求項４に記載の超音波診断装置。
【請求項６】
　前記遅延点までのタップ間隔は遅延量にして５０ｎＳであり、それから先のタップ間隔
は遅延量にして２５ｎＳである、
ことを特徴とする請求項５に記載の超音波診断装置。
【請求項７】
　超音波診断装置のＣＷＤ用受波ビームフォーマにおいて、各受信の遅延量をアナログデ
ィレイラインの最小遅延タップで量子化し、その量子化された遅延量に合致した遅延タッ
プがあれば信号をそのタップに送り、合致した遅延タップがない場合は、受信信号を反転
してから遅延量に半波長の遅延を加えた遅延タップに送ることを特徴とする超音波診断装
置。
【請求項８】
　超音波診断装置のＣＷＤ用受波ビームフォーマにおいて、各受信の遅延量をアナログデ
ィレイラインの最小遅延タップで量子化し、更に半波長の遅延を加えた遅延量を求めて量
子化し、両者の遅延量と同じか又は近い方の遅延タップを選び、前者の場合は信号をその
まま遅延タップに入れ、後者の場合は信号を反転して遅延タップに入れることを特徴とす
る超音波診断装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、遅延加算装置および超音波診断装置に関し、特に、複数のタップ（ｔａｐ）
を有するアナログディレイライン（ａｎａｌｏｇ　ｄｅｌａｙ　ｌｉｎｅ）により複数の
連続波信号を遅延加算する装置、および、そのような装置を備えた超音波診断装置に関す
る。
【背景技術】
【０００２】
　ＣＷＤ（ｃｏｎｔｉｎｕｏｕｓ　ｗａｖｅ　Ｄｏｐｐｌｅｒ）により超音波診断を行う
装置では、連続波超音波を送波してそのエコー（ｅｃｈｏ）を複数チャンネル（ｃｈａｎ
ｎｅｌ）で受信し、それら受信信号を複数のタップを有するアナログディレイラインで遅
延加算してドップラシフト（Ｄｏｐｐｌｅｒ　ｓｈｉｆｔ）を求めるようにしている。遅
延加算はエコー受信の方位を調節するために行われる。
【０００３】
　入力信号の極性を反転することにより半波長相当の遅延効果が得られることを利用して
、アナログディレイラインは最大遅延量が半波長以下になるように小型化される。このよ
うなアナログディレイライン上に、複数のタップが１／８波長または１／１６波長に相当
する遅延間隔で設けられる（例えば、特許文献１参照）。
【特許文献１】特開２００２－２９１７４２号公報（第５－６頁、図１－２）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　アナログディレイラインを複数の周波数に対応できるようにするには、最大遅延量を最
小周波数の信号の波長の１／２に相当するものとし、かつ、タップ間隔を最大周波数の信
号の波長の１／８または１／１６に相当するものとしなければならない。最大周波数の信
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号は波長が最小となるから、１／８波長または１／１６波長の間隔で設けられるタップは
本数が多くなる。
【０００５】
　タップ数が多くなると、それらに入力信号を選択的に供給するための切換回路が大規模
化する。このような事態は、例えば携帯型の超音波診断装置のように、小型軽量かつ低価
格化が求められる機種にとって不都合なことである。
【０００６】
　そこで、本発明の課題は、少ないタップ数で複数の周波数に適応可能なアナログディレ
イラインを有する遅延装置、および、そのような遅延装置を備えた超音波診断装置を実現
することである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記の課題を解決するためのひとつの観点での発明は、複数のタップを有するアナログ
ディレイラインで複数の連続波信号を遅延加算する装置であって、前記アナログディレイ
ラインは、入力信号の予め定められた最大波長の３／８波長以上１波長未満に相当する最
大遅延量を持ち、入力信号の予め定められた最小波長の１／２に相当する遅延点までのタ
ップ間隔がそれから先のタップ間隔とは異なる、ことを特徴とする遅延加算装置である。
【０００８】
　上記の課題を解決するための他の観点での発明は、連続波超音波を送波してそのエコー
を複数チャンネルで受信し、それら受信信号を複数のタップを有するアナログディレイラ
インで遅延加算してドップラシフトを求める超音波診断装置であって、前記アナログディ
レイラインは、入力信号の予め定められた最大波長の３／８波長以上１波長未満に相当す
る最大遅延量を持ち、入力信号の予め定められた最小波長の１／２に相当する遅延点まで
のタップ間隔がそれから先のタップ間隔とは異なる、ことを特徴とする超音波診断装置で
ある。
【０００９】
　前記最大波長は周波数が２ＭＨｚの信号の波長であり、前記最小波長は周波数が５ＭＨ
ｚの信号の波長であることが、一番多く利用される周波数範囲をカバーする点で好ましい
。
【００１０】
　前記遅延点までのタップ間隔は遅延量にして５０ｎＳであり、それから先のタップ間隔
は遅延量にして２５ｎＳであることが、遅延加算を適切に行う点で好ましい。
　上記の課題を解決するための他の観点での発明は、超音波診断装置のＣＷＤ用受波ビー
ムフォーマにおいて、各受信の遅延量をアナログディレイラインの最小遅延タップで量子
化し、その量子化された遅延量に合致した遅延タップがあれば信号をそのタップに送り、
合致した遅延タップがない場合は、受信信号を反転してから遅延量に半波長の遅延を加え
た遅延タップに送ることを特徴とする超音波診断装置である。
【００１１】
　上記の課題を解決するための他の観点での発明は、超音波診断装置のＣＷＤ用受波ビー
ムフォーマにおいて、各受信の遅延量をアナログディレイラインの最小遅延タップで量子
化し、更に半波長の遅延を加えた遅延量を求めて量子化し、両者の遅延量と同じか又は近
い方の遅延タップを選び、前者の場合は信号をそのまま遅延タップに入れ、後者の場合は
信号を反転して遅延タップに入れることを特徴とする超音波診断装置である。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明によれば、アナログディレイラインは、入力信号の予め定められた最大波長の３
／８波長以上１波長未満に相当する最大遅延量を持ち、入力信号の予め定められた最小波
長の１／２に相当する遅延点までのタップ間隔がそれから先のタップ間隔とは異なるので
、少ないタップ数で複数の周波数に適応可能なアナログディレイラインを有する遅延装置
、および、そのような遅延装置を備えた超音波診断装置を実現することができる。
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【００１３】
　また、各受信の遅延量をアナログディレイラインの最小遅延タップで量子化し、その量
子化された遅延量に合致した遅延タップがあれば信号をそのタップに送り、合致した遅延
タップがない場合は、受信信号を反転してから遅延量に半波長の遅延を加えた遅延タップ
に送るようにしたので、少ないタップ数で複数の周波数に適応可能なアナログディレイラ
インを有する遅延装置を備えた超音波診断装置を実現することができる。
【００１４】
　また、超音波診断装置のＣＷＤ用受波ビームフォーマにおいて、各受信の遅延量をアナ
ログディレイラインの最小遅延タップで量子化し、更に半波長の遅延を加えた遅延量を求
めて量子化し、両者の遅延量と同じか又は近い方の遅延タップを選び、前者の場合は信号
をそのまま遅延タップに入れ、後者の場合は信号を反転して遅延タップに入れるようにし
たので、少ないタップ数で複数の周波数に適応可能なアナログディレイラインを有する遅
延装置を備えた超音波診断装置を実現することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１５】
　以下、図面を参照して発明を実施するための最良の形態を詳細に説明する。なお、本発
明は、発明を実施するための最良の形態に限定されるものではない。図１に超音波診断装
置のブロック（ｂｌｏｃｋ）図を示す。本装置は発明を実施するための最良の形態の一例
である。本装置の構成によって、超音波診断装置に関する本発明を実施するための最良の
形態の一例が示される。
【００１６】
　図１に示すように、本装置は、超音波プローブ（ｐｒｏｂｅ）２を有する。超音波プロ
ーブ２は、複数の超音波トランスデューサ（ｔｒａｎｓｄｕｃｅｒ）のアレイ（ａｒｒａ
ｙ）を有する。個々の超音波トランスデューサは例えばＰＺＴ（チタン（Ｔｉ）酸ジルコ
ン（Ｚｒ）酸鉛（Ｐｂ））セラミックス（ｃｅｒａｍｉｃｓ）等の圧電材料によって構成
される。超音波プローブ２は、使用者により対象１００に当接して使用される。
【００１７】
　超音波プローブ２には送信部４および受信部６が接続されている。送信部４は、超音波
プローブ２に駆動信号を与えて超音波を送波させる。駆動信号は所定の周波数の連続波信
号であり、これによって連続波超音波が送波される。送波される連続超音波の周波数は駆
動信号の周波数を変更することによって変更される。
【００１８】
　送波された連続波超音波のエコーが超音波プローブ２によって受波される。受信部６に
は、超音波プローブ２の複数の超音波トランスデューサが受波した信号が個別に入力され
る。すなわち、複数チャンネルのエコー受波信号が個別に入力される。エコー受波信号は
連続波信号となる。以下、連続波信号をＣＷ信号ともいう。受信部６は、複数チャンネル
の連続波エコー受波信号を遅延加算することにより、所定の方位におけるエコー受信信号
を形成する。
【００１９】
　図２に、受信部６のブロック図を示す。受信部６は、発明を実施するための最良の形態
の一例である。受信部６の構成によって、遅延装置に関する本発明を実施するための最良
の形態の一例が示される。図２に示すように、受信部６は複数の増幅回路６０２を有する
。増幅回路６０２の数はエコー受波信号のチャンネル数に等しく例えば４８である。
【００２０】
　増幅回路６０２は、互いに逆な位相の２つの出力信号を同時に生じるものである。これ
によって、２つの出力信号は一方が例えば入力信号と同位相であるとすると他方は逆位相
となる。
【００２１】
　ＣＷ信号に関しては、逆位相の信号は半波長遅れた信号と見なして差し支えない。した
がって、各増幅回路６０２はそれぞれの入力信号に関して、遅れのない増幅信号と半波長
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遅れた増幅信号とを同時に出力することになる。なお、逆位相の信号は半波長進んだ信号
と見ることもできる。以下、半波長遅れた信号として扱うが半波長進んだ信号と考えても
同様になる。
【００２２】
　増幅回路６０２の２つの出力信号は選択回路６０４に入力される。選択回路６０４は複
数の増幅回路６０２に対応して複数個設けられ、それぞれ対応する増幅回路６０２の出力
信号が入力される。
【００２３】
　選択回路６０４は、後述の制御部１４による制御の下で２つの入力信号のいずれか一方
を選択する。選択回路６０４により逆位相の信号を選択したときは、半波長遅れた信号を
選択したことになる。以下、入力信号の波長をλで表し、半波長をλ／２で表す。
【００２４】
　選択回路６０４の出力信号は電圧・電流変換回路６０６に入力される。電圧・電流変換
回路６０６は複数の選択回路６０４に対応して複数個設けられ、それぞれ対応する選択回
路６０４の出力信号が入力される。なお、電圧・電流変換回路６０６は選択回路６０４の
入力側に増幅回路６０２の２系統の出力ごとに設けるようにしてもよい。
【００２５】
　電圧・電流変換回路６０６としては、例えば図３の（ａ）に示すような、トランジスタ
回路（ｔｒａｎｓｉｓｔｏｒ　ｃｉｒｃｕｉｔ）が用いられる。トランジスタのベース（
ｂａｓｅ）に入力された電圧は、エミッタ（ｅｍｉｔｔｅｒ）に直列に接続された抵抗の
値によって定まる電流に変換されて、コレクタ（ｃｏｌｌｅｃｔｏｒ）から出力される。
電圧・電流変換回路６０６は、同図の（ｂ）に示すような単なる抵抗であって良い。入力
電圧は抵抗の値によって定まる電流に変換される。
【００２６】
　複数の電圧・電流変換回路６０６の出力信号はマトリクススイッチ６０８に入力される
。マトリクススイッチ６０８は例えば半導体集積回路として構成されたものが用いられる
。マトリクススイッチはクロスポイントスイッチ（ｃｒｏｓｓ　ｐｏｉｎｔ　ｓｗｉｔｃ
ｈ）とも呼ばれる。
【００２７】
　図４に、マトリクススイッチ６０８の概念図を示す。同図に示すように、マトリクスス
イッチ６０８は、複数の行信号線６８２および複数の列信号線６８４を有する。複数の行
信号線６８２および複数の列信号線６８４は互いに交差して格子を形成する。両者の交差
部は電気的に絶縁されている。各交差部には、行信号線６８２と列信号線６８４にまたが
るスイッチ６８６が設けられる。なお、スイッチへの符号付けは１箇所で代表する。
【００２８】
　スイッチ６８６を閉じることにより、行信号線６８２と列信号線６８４が電気的に接続
される。閉じるスイッチ６８６を選ぶことにより、複数の行信号線６８２の任意のものを
複数の列信号線６８４の任意のものに接続することができる。スイッチ６８６の開閉は後
述の制御部１４によって制御される。
【００２９】
　行信号線６８２は例えば入力信号線として用いられる。列信号線６８４は例えば出力信
号線として用いられる。入出力関係はこの逆であってもよい。入力信号線すなわち複数の
行信号線６８２に、複数の電圧・電流変換回路６０６の出力信号がそれぞれ入力される。
行信号線６８２の数は電圧・電流変換回路６０６の数に等しく例えば４８である。
【００３０】
　出力信号線すなわち複数の列信号線６８４は、図２に示すように、それぞれ、複数のバ
ッファ（ｂｕｆｆｅｒ）回路６１０を介してアナログディレイライン６１２の複数の入力
タップに接続される。列信号線６８４およびバッファ回路６１０の数はアナログディレイ
ライン６１２の入力タップ数に等しく、例えば４ないし８である。アナログディレイライ
ン６１２は、本発明におけるアナログディレイラインの一例である。
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【００３１】
　図５に、バッファ回路６１０の回路図を示す。同図に示すように、バッファ回路６１０
はベース接地型のトランジスタ回路となっている。エミッタに電流を入力することにより
、それに等しい電流をコレクタから出力することができる。
【００３２】
　このようなバッファ回路６１０を設けることにより、マトリクススイッチ６０８とアナ
ログディレイライン６１２は、互に相手の内部インピーダンス（ｉｍｐｅｄａｎｃｅ）の
影響を受けなくなる。
【００３３】
　図６に、アナログディレイライン６１２の概念図を示す。同図に示すように、アナログ
ディレイライン６１２はＬＣ回路を用いて構成される。ＬＣ回路は、複数のインダクタ（
ｉｎｄｕｃｔｏｒ）７０２の直列回路と、この直列回路の両端および各インダクタの直列
接続点とグラウンド（ｇｒｏｕｎｄ）とを接続する複数のキャパシタ（ｃａｐａｃｉｔｏ
ｒ）７０４からなる。
【００３４】
　ＬＣ回路の両端にはマッチング（ｍａｔｃｈｉｎｇ）抵抗７０６が接続される。マッチ
ング抵抗７０６の他端にはプルアップ（ｐｕｌｌ－ｕｐ）電圧Ｖｃｃが与えられている。
インダクタの直列回路の両端および各インダクタの直列接続点からそれぞれタップ７０８
が引き出されている。これらのタップ７０８がアナログディレイライン６１２の入力タッ
プとなる。また、両端のタップのいずれか一方が出力タップとなる。出力タップとは反対
側の端にあるタップに入力された信号に、最大の遅延が付与される。それ以外のタップに
入力された信号には、出力タップからの距離の応じた遅延が付与される。タップ７０８は
、本発明におけるタップの一例である。
【００３５】
　アナログディレイライン６１２の最大遅延量はλ／２である。すなわち、アナログディ
レイライン６１２の最大遅延量は通常のアナログディレイラインの半分でよい。その理由
は、前述したように、選択回路６０４によってλ／２遅延した入力信号を選択することが
できるので、アナログディレイライン６１２でλ／２を超える遅延をする必要がないため
である。
【００３６】
　厳密には最大遅延量はλ／２よりもやや小さく、タップ間の遅延をλ／８として入力タ
ップ数を４としたときは最大遅延量は３λ／８となり、タップ間の遅延をλ／１６として
入力タップ数を８としたときは７λ／１６となる。
【００３７】
　このような構成の受信部６がドップラ処理部８に接続されている。これによって、受信
部６で遅延加算されたエコー受信信号がドップラ処理部８に入力される。ドップラ処理部
８はエコー受信信号に基づいてドップラ画像データを生成する。ドップラ処理部８はまた
音響信号をも出力する。音響信号はドップラ音とも呼ばれる。
【００３８】
　図７に、ドップラ処理部８のブロック図を示す。同図に示すように、ドップラ処理部８
は検波回路８０２を有する。検波回路８０２はエコー受信信号の検波を行う。検波された
信号はローパスフィルタ（ｌｏｗ－ｐａｓｓ　ｆｉｌｔｅｒ）８０４でローパスフィルタ
リングされる。検波およびローパスフィルタリングによってドップラ信号が抽出される。
【００３９】
　ドップラ信号は周波数分析回路８０６に入力され、また、後述する音響出力部１２に入
力される。周波数分析回路８０６はドップラ信号の周波数分析を行う。周波数分析結果は
画像生成回路８０８に入力される。画像生成回路８０８はドップラ信号の周波数スペクト
ラム像を生成する。
【００４０】
　ドップラ処理部８には表示部１０および音響出力部１２が接続されている。表示部１０
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は、ドップラ処理部８から入力されたスペクトラム像を表示する。音響出力部１２はドッ
プラ信号を音響として出力する。
【００４１】
　以上の送信部４、受信部６、ドップラ処理部８および表示部１０には制御部１４が接続
されている。制御部１４は、それら各部に制御信号を与えてその動作を制御する。送信部
４については送信周波数の制御が行われる。受信部６については遅延加算の制御すなわち
選択回路６０４およびマトリクススイッチ６０８の制御が行われる。
【００４２】
　アナログディレイライン６１２は、複数の周波数に適応可能なように構成されている。
以下、これについて説明する。適応可能な周波数範囲は、例えば２ＭＨｚから５ＭＨｚま
での範囲である。臨床上はこの周波数範囲が一番多く利用される。
【００４３】
　このような周波数範囲に対応して、アナログディレイライン６１２の最大遅延量は、例
えば２ＭＨｚの信号の半波長の２５０ｎＳとされる。なお、アナログディレイライン６１
２の最大遅延量は、２ＭＨｚの信号の３／８波長以上１波長未満に相当する遅延量であっ
てよい。このようなアナログディレイライン６１２上に、各周波数用としてそれぞれ次の
ようなタップが設けられる。
【００４４】
　２ＭＨｚの信号用としては、遅延時間が０，５０，１００，１５０，２００ｎＳの位置
にタップが設けられる。これらのタップは、全て２ＭＨｚの信号の半波長以内の位置にあ
る。
【００４５】
　３．３ＭＨｚの信号用としては、遅延時間が０，５０，１００，１２５，１７５ｎＳの
各位置にタップが設けられる。３．３ＭＨｚの信号の半波長は遅延時間にして１５０ｎＳ
であるから、１７５ｎＳのタップは半波長を越えた位置にある。
【００４６】
　半波長を越えた位置にあるタップには逆位相の信号が入力される。逆位相の信号が半波
長すなわち１５０ｎＳの遅延を有することにより、１７５ｎＳのタップの信号は１７５ｎ
Ｓ－１５０ｎＳ＝２５ｎＳの遅延となる。すなわち、１７５ｎＳのタップは２５ｎＳのタ
ップとして機能するので、実質的に０，２５，５０，１００，１２５ｎＳのタップがそろ
い、３．３ＭＨｚの信号の遅延加算が可能となる。
【００４７】
　４ＭＨｚの信号用としては、遅延時間が０，５０，１００，１５０，２００ｎＳの各位
置にタップが設けられる。４ＭＨｚの信号の半波長は遅延時間にして１２５ｎＳであるか
ら、１５０，２００ｎＳのタップは半波長を越えた位置にある。
【００４８】
　半波長を越えた位置にあるタップには逆位相の信号が入力される。逆位相の信号が半波
長すなわち１２５ｎＳの遅延を有することにより、１５０ｎＳのタップの信号は１５０ｎ
Ｓ－１２５ｎＳ＝２５ｎＳの遅延となり、２００ｎＳのタップの信号は２００ｎＳ－１２
５ｎＳ＝７５ｎＳの遅延となる。すなわち、１５０ｎＳおよび２００ｎＳのタップはそれ
ぞれ２５ｎＳおよび７５ｎＳのタップとして機能するので、実質的に０，２５，５０，７
５，１００ｎＳのタップがそろい、４ＭＨｚの信号の遅延加算が可能となる。
【００４９】
　５ＭＨｚの信号用としては、遅延時間が０，５０，１２５，１７５ｎＳの各位置にタッ
プが設けられる。５ＭＨｚの信号の半波長は遅延時間にして１００ｎＳであるから、１２
５，１７５ｎＳのタップは半波長を越えた位置にある。
【００５０】
　半波長を越えた位置にあるタップには逆位相の信号が入力される。逆位相の信号が半波
長すなわち１００ｎＳの遅延を有することにより、１２５ｎＳのタップの信号は１２５ｎ
Ｓ－１００ｎＳ＝２５ｎＳの遅延となり、１７５ｎＳのタップの信号は１７５ｎＳ－１０
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０ｎＳ＝７５ｎＳの遅延となる。すなわち、１２５ｎＳおよび１７５ｎＳのタップはそれ
ぞれ２５ｎＳおよび７５ｎＳのタップとして機能するので、実質的に０，２５，５０，７
５ｎＳのタップがそろい、５ＭＨｚの信号の遅延加算が可能となる。
【００５１】
　図８に、以上のようなタップを有するアナログディレイライン６１２を模式的に示す。
図８に示すように、アナログディレイライン６１２は、最大遅延量が、２ＭＨｚ（最小波
長）の信号の波長の３／８波長以上１波長未満に相当する２５０ｎＳとなる。なお、最大
遅延量は２００ｎＳとしてもよい。また、タップ７０８の間隔は、５ＭＨｚ（最大周波数
）の信号の波長の１／２に相当する１００ｎＳの遅延点までは５０ｎＳで、それから先は
２５ｎＳとなる。
【００５２】
　すなわち、アナログディレイライン６１２は、入力信号の予め定められた最大波長の３
／８波長以上１波長未満に相当する最大遅延量を持ち、入力信号の予め定められた最小波
長の１／２に相当する遅延点までのタップ間隔が、それから先のタップ間隔とは異なるも
のとなる。このため、複数の周波数に適応可能なようにタップを例えば２５ｎＳ間隔で均
等に設けたものよりもタップの総数を少なくすることができる。
【００５３】
　このようなアナログディレイライン６１２を用いることを前提にして、上述のように、
各受信の遅延量をアナログディレイラインの最小遅延タップで量子化し、その量子化され
た遅延量に合致した遅延タップがあれば信号をそのタップに送り、合致した遅延タップが
ない場合は、受信信号を反転してから遅延量に半波長の遅延を加えた遅延タップに送る。
【００５４】
　あるいは、各受信の遅延量をアナログディレイラインの最小遅延タップで量子化し、更
に半波長の遅延を加えた遅延量を求めて量子化し、両者の遅延量と同じか又は近い方の遅
延タップを選び、前者の場合は信号をそのまま遅延タップに入れ、後者の場合は信号を反
転して遅延タップに入れるようにしてもよい。
【００５５】
　以上は、２ＭＨｚから５ＭＨｚまでの周波数範囲に適応するアナログディレイラインの
例であるが、他の周波数範囲に適応するアナログディレイラインも同じ要領で構成するこ
とができる。
【図面の簡単な説明】
【００５６】
【図１】本発明を実施するための最良の形態の一例の超音波診断装置のブロック図である
。
【図２】本発明を実施するための最良の形態の一例の超音波診断装置の受信部のブロック
図である。
【図３】本発明を実施するための最良の形態の一例の超音波診断装置の電圧・電流変換回
路の回路図である。
【図４】本発明を実施するための最良の形態の一例の超音波診断装置のマトリクススイッ
チの概念図である。
【図５】本発明を実施するための最良の形態の一例の超音波診断装置のバッファ回路の回
路図である。
【図６】本発明を実施するための最良の形態の一例の超音波診断装置のアナログディレイ
ラインの概念図である。
【図７】本発明を実施するための最良の形態の一例の超音波診断装置のドップラ処理部の
ブロック図である。
【図８】本発明を実施するための最良の形態の一例の超音波診断装置のアナログディレイ
ラインの模式図である。
【符号の説明】
【００５７】
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１００　対象
２　超音波プローブ
４　送信部
６　受信部
８　ドップラ処理部
１０　表示部
１２　音響出力部
１４　制御部
６０２　増幅回路
６０４　選択回路
６０６　電圧・電流変換回路
６０８　マトリクススイッチ
６１０　バッファ回路
６１２　アナログディレイライン
７０８　タップ

【図１】 【図２】
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